
事業所名：

目標達成計画 作成日： 平成 28 年 3 月 1 日

【目標達成計画】　　　注）「項目番号」の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。

優先
順位

項目
番号

次のステップに向けて取り組みたい内容 目標

1 １０
アセスメント表にIADL、行動障害等の項目が足り
ない。情報収集不足。

把握した利用者の情報を分析し、ケアプランの
作成へ繋げる。

6 ヶ月

2 16
尿意、便意の無い方のトイレ誘導（排泄パターン
の把握）ができていない。

トイレでの排泄の支援ができるようにする。 12 ヶ月

3 19
トイレに扉が無い為、臭いが建物内に広がり安
い。

悪臭の軽減 6 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

目標達成に
要する期間

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

グループホーム　おこんご

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

利用者の望む暮らしの実現に向けてアセスメント
を行う

その人に合った排泄間隔を考慮して早目に排泄
誘導をする。

外部の人に臭いのチェックを行ってもらう機会を
設ける。トイレ消臭剤の使用。


